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私
は
、
こ
れ
ま
で
の
８
年
間
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
は
も
と
よ

り
、
産
業
の
活
性
化
や
少
子
高
齢
化

対
策
、
防
災
対
策
な
ど
の
重
要
課
題

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今

後
ま
す
ま
す
激
し
く
変
化
す
る
社
会

状
況
を
見
据
え
、
猪
苗
代
町
の
発
展

と
未
来
の
た
め
に
、
今
後
の
４
年
間

は
次
の
５
つ
の
柱
を
中
心
に
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
公
平
・
公
正
、

決
断
と
実
行
を
も
と
に
行
政
を
執
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
初
め
に
「
町
民
総
参
加
の
ひ

ら
か
れ
た
町
政
」
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。

　

３
期
目
の
町
政
を
担
わ
せ
て
頂
く

に
あ
た
り
、
新
た
な
気
持
ち
で
、
町

民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
賜
り
な
が

ら
、
分
か
り
や
す
く
「
開
か
れ
た
町

政
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
参
加
型
の
町
政
を
推
進
す
る

た
め
、
今
後
も
「
町
政
出
前
講
座
」

や
意
見
交
流
会
な
ど
の
直
接
対
話
を

行
い
、幅
広
く「
住
民
の
声
」を
聞
き
、

多
様
性
を
尊
重
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
女
性
の
登
用
を
推
進
し
、
女
性

の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り

ま
す
。

　　

次
に
「
健
全
な
行
財
政
基
盤
の
確

立
」
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
町
政
同
様
に
、
国
、

県
の
補
助
事
業
や
交
付
金
を
最
大
限

に
活
用
し
、
効
率
的
で
有
効
な
事
業

を
行
い
ま
す
。

　

３
つ
目
に
「
安
全
・
安
心
で
住
み

よ
い
暮
ら
し
」
の
実
現
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。町
民
の
皆
様
の
安
全
・

安
心
を
確
保
し
、
住
み
よ
い
暮
ら
し

を
守
る
た
め
、
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
更
新
や
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
の

適
正
な
管
理
・
運
用
を
進
め
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
な
ど
要
配
慮
者
対
策

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

原
子
力
に
依
存
し
な
い
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
災
害
に
強
い
町
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　

福
祉
分
野
で
は
、
保
健
事
業
を
充

実
さ
せ
、
町
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
地
域
医
療
や
高
齢

者
へ
の
支
援
、障
が
い
者
福
祉
な
ど
、

福
祉
体
制
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

　

４
つ
目
の
柱
は
「
産
業
や
人
が
集

ま
り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
」

で
す
。　

　

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

し
、
さ
ら
な
る
販
路
拡
大
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
多
機
能
型
の
「
道

の
駅
猪
苗
代
」
を
拠
点
と
し
て
、
農

商
工
と
観
光
の
連
携
に
よ
る
農
産

物
・
地
域
産
品
の
６
次
産
業
化
を
推

進
し
ま
す
。
観
光
振
興
で
は
、
10
万

人
泊
事
業
や
合
宿
の
郷
づ
く
り
事
業

な
ど
に
取
り
組
み
、
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
指
す
と
と
も
に
、
大
型
イ
ベ

ン
ト
の
誘
致
・
定
着
化
を
図
り
、
活

気
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

　　

５
つ
目
は
「
未
来
を
ひ
ら
く
人
づ

く
り
」
で
す
。
学
校
教
育
の
充
実
の

た
め
、
令
和
４
年
開
校
予
定
の
統
合

中
学
校
整
備
事
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、子
ど
も
た
ち
の
学
力
・

体
力
向
上
の
た
め
、
県
外
か
ら
講
師

を
招
く
な
ど
に
よ
り
教
職
員
の
指
導

力
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
活
動
や
ス
ポ
ー

ツ
文
化
活
動
な
ど
へ
の
支
援
、
若
者

や
女
性
の
就
職
支
援
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

前
後
公
町
政
３
期
目
が
ス
タ
ー
ト

【Profi le】ぜんご・ひろし　　　　
昭和 16 年猪苗代町生まれ。日本大
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前後  公  町長

活

力

と

希

望

あ

ふ

れ

る

町

づ

く

り

前
後
町
長
が
目
指
す

５
つ
の
柱

「
町
政
出
前
講
座
」
な
ど
を
開
催

し
、
ひ
ら
か
れ
た
、
わ
か
り
や
す

い
町
政
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

女
性
や
若
者
、
子
育
て
世
代
、
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
者
な
ど
、

町
民
の
声
を
幅
広
く
聞
き
、
多
様

性
を
尊
重
し
ま
す
。

①
町
民
総
参
加
の
ひ
ら
か
れ
た
町
政

将
来
を
見
据
え
、
組
織
や
事
業
の

無
駄
を
な
く
し
て
ス
リ
ム
化
・
効

率
化
を
進
め
ま
す
。

②
健
全
な
行
財
政
基
盤
の
確
立

治
山
・
治
水
事
業
の
他
、
火
山
や

豪
雪
、
大
雨
な
ど
の
災
害
対
策
を

図
り
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
福
祉
分
野
に
お
い
て

は
、
町
民
の
皆
様
の

健
康
づ
く
り
や

高
齢
者
福
祉
の

充
実
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

③
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
暮
ら
し

将
来
を
見
据
え
た
農
業
対
策
や
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
観
光
振
興

と
雇
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
ガ
ー
ナ
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と

し
て
、
本
町
を
訪
れ
る
方
々
を
お

も
て
な
し
の
心
で
歓
迎
し
ま
す
。

④
産
業
や
人
が
集
ま
り
、

　

活
気
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り

学
校
教
育
の
充
実
、
国
際
化
社
会

に
向
け
た
人
材
育
成
に
取
り
組
み

ま
す
。

⑤
未
来
を
ひ
ら
く
人
づ
く
り

６
月
23
日
執
行
の
猪
苗
代
町
長
選
挙
に
お
い
て
３
選
を
果
た
し
た

前
後
町
長
に
、
３
期
目
の
抱
負
を
聞
き
ま
し
た


